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巻首図版 1 第68次調査

1 S B 811内郭東門 (北から )

2 S B 811内郭東門 (東から)
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巻首図版3 第68次調査

1 S FOl築地土塀 (南から )

2 S FOl築地土塀 .S 0834講土層 (北西から)



巻首図版4 第73次調査

l 外郭線角材 (No.8 ) 

2 外郭線角材 (No8) 



巻首図版5 第73次調査

外郭線角材 (No 2 ) 



序

昭和62年度は、第 3次 5年計画の第 4年次にあたり 内郭東門跡

の学術調査を主体として 6地区にわたる調査を実施いたしました。

史跡管理団体{山北町による環境整備事業も JI頃調に進捗し、見学者も

年々増加していることは喜ぴにたえないところであります。

内郭東門は内郭北門や南門と同様に掘立柱による八開j門で、内郭

線が内側に八の字形に入り込む位置に門が取り付く構造でありなが

ら、これら八の字形部分は各々が異る素材を用いて作られるという

変化に富む形態であることが判明しました。

外郭線東端部では、これまでになく極めて良好な遺存状態の角材

列を本食出することができました。

この他、内郭東部の微地形測量や、ハンド a ボーリングによる沖

積地の地形復原@遺構確認調査も実施しました。

本書は以上のょっな成果を収録したもので、古代城柵宮街遺跡の

研究上、資するところがあれば幸いに存じます。

最後に、調査ならび、に本書作成にあたって御指導@御助言を賜り

ました顧問、文化庁記念物謀、奈良国立文化財研究所、国立歴史民

俗博物館、宮城県多賀城跡調査研究所、秋田城跡調査事務所に心か

ら感謝申し上げるとともに、史跡管理団体{山北町、同教育委員会、

千畑町教育委員会ならびに土地所有者各位の御協力に対し、心から

く御礼申し上げます。

昭和63年 3月25日

秋田県教育庁払田柵跡調査事務所

所長岩見誠夫



伊1

l 本書は、秋田県教育庁払田柵跡調査事務所が、昭和62年度に実施した第68次~

73次調査の概要報告である。

2 発掘調査、年報の作成にあたって、下記の方々から御協力をいただいた。

土地占有者 後藤 開 {山北町払回字館前・森崎土地所有者各位、千畑町土地改

良区

3 樹種鑑定は、パリノ・サーヴェイ株式会社に依頼した 0

4 外郭線角材の実測は株式会社パスコに依頼した。

5 土色の記載については、小山正忠・竹原秀雄編著『新版標準土色帖OU (1976) 

を参考にした。

6 実測図は、国土調査法第X座標系を基準に作成した。詳細は『払田柵跡調査事

務所年報19770Uを参照されたい。

7 遺構には下記の略記号を使用した。

SA 柱列・角材-5"iJ S B 掘立柱建物 SD SF 築地土塀

SX その他
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第 1章はじめに

払田柵跡は秋田県仙北郡{山北町払田・千畑町本堂城間にある。遺跡は雄物川の中流域に近く

大曲市の東方約 6km、横手盆地北側の仙北平野中央部に位置し、第三紀硬質泥岩から成る真山

長森の丘陵を中心として、北側を川口 )11. )11、南側を丸子)11 (鞠子川)によって挟まれた

沖積地に立地する。 1906(明治39)年頃から開始された高梨村耕地整理事ー業の際発見された埋

木が、地元の後藤寅外・藤井東ーの努力によって歴史的遺産と理解され、遺跡解明の糸口が関

かれた。 1930(昭和 5)年 3月後藤宙外が調査を実施し さらに同年10月文部省嘱託上回三平

によって学術調査が行われて遺跡の輪郭が明らかにされた。この結果に基づき 1931(昭和 6) 

3月30日付けで国指定史跡となり現在に至っている。

1970年代になって、指定地域内外の開発計画が立案された。そこで秋田県教育委員会は地元

f山北町と協議の上、この重要遺跡を保護するため基礎調査を実施して遺跡の実態を把握するこ

とを目的に、 1974(昭和49)年現地に「秋田県払回柵跡調査事務所J を設置し、本格的な発掘

を開始した。さいわい、地元管理団体{山北町当局および地域の人々の深い理解により、史

跡指定地内は開発計画から除外された。当事務所は1986(昭和61)年 4月「秋田県教育庁払回

柵跡調査事務所」と改称した。

現在は「払田柵跡調査要項」の第 3次 5年計画に基づいて計画的に発掘調査を実施している。

これまでの調査成果を要約すると次のとおりである。

史跡は長森を囲む内郭線と、真山をも含む外郭根から成る。内郭は東西770m、南北320mの

長楕円形で内郭線は延長約1，760mあり、外郭は東西1，370m、南北 780111の長楕円形で外郭線の

延長約 3.6km、総面積およそ87万 5千111'である。外郭線は角材列が一列にならび、東西南北に

八脚門がつく。内郭線は石室、築地土塀(東・西・南の山麓)と角材列(北の低地)が連なり、

南・北・東に八!同門がつく。内郭北門は 2回、 i有郭南門と東門は 4回の造営が確認できた。外

・内郭南門延長上の長森丘陵中央部に政庁がある。政庁は板塀で広岡され、正殿・東脇

殿・西脇殿や付属建物群が配置されている。これらの政庁の建物には I-V期の変遷があり、

創建は 8世A 紀末、終末は11世紀初頭である。この成果は報告書『払田柵跡 I 政庁跡一Jl (昭

和60年 3月)として公刊した。

には、土師器・ -灰和1陶器があり、ほかに木簡・ -埼:などがある。木

月十日」な簡には「飽海郡少隊長解申 「十火大根二石一

進用木簡がある。墨書土器には「機悔」 などがある。

管理団体1111北町は1979(昭和54)年から よる遺構保護整備地区である内郭地

を進めており、 1982(昭和57)年から を開始している。
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第 2章調査計画と実績

昭和62年度の調査ぱ「払田柵跡発掘調査要項J に基づく、第 3次 5年計画の第 4年次にあた

る。さいわい調査費については、秋田県の要求額どおりの国庫補助金の内示(総経費 1，400万

円のうち、国庫補助金700万円)を得たので、次のような「昭和62年度払田柵跡調査計画(案)J

を した。

第 i表 調査計蘭表

調査次数 調査地 区 調査期 間 イ商

第68次
内郭東部

4 月 10 日 ~8 月 30 日800m' 
( 1，1，北町払田字長森)

Yヨ ~I) 月主音巳 {殻地形iHlJ
第69次| 34，000ni 4 月 10 日 ~11 月 30 日

(仙北町払田字長森) 量調査

第70次 | 外(郭f山南北西町部払回
4 月 1 日 ~4 月 20 日 ハングドボー

リンによ
450t也d点 10 月 21 日 ~11 月 30 日 る基礎調査

第71次
外郭南東部

( 1，1，北町払田字大谷地) 180m' 10 月 21 日 ~11 月 30 日

第72次
木) 10m' 10 月 21 日 ~11 月 30 日

発掘調査 990m' 

計 I 5 上也 区 |担1) 量調査 34，000m'
ハンドボーリング 450地点

昭和59年度から昭和63年度までの調査は「払田柵跡発掘調査第 3次 5年計画」として立案さ

れ、 と助言を されたものである。

第68次調査は内郭東門の構造の把握と、その南側に連続すると考えられる築地土塀の検出を

目的として計画されたものである。第69次調宜は地形の改変から古代遺構の存在が推定される

政庁から東部一帯の微地形~WJ量調査で、将来のこの地区の調査に備えるものである。第70次調

査は

査に継続するものである。第71次調査は

より

第 3

伴う

くなったので取り止めた。

り、第62;)こ、 66次調

出に基づく調査として

おける

に伴う る。

次のとおりである.

つ中



第 2章 調査計画と実績

第 2表 発掘調査実績表

調 査地 区 発 J屈 面 調査期 間

第68次|
({山北町払出 J→ロ~- ¥ 

820m' 4 月 13 日 ~9 月 24 日

内郭東部
12，350m' I 10 月 7 日 ~10 月 24 日第69次 I ' ~ ( {Ib';ヒ田I払田{己 4 ・¥

第70次 |外郭({山南北西町部払田 I74，7001n 2 1 10 月 26 日 ~11 月 5 日
420j:也点

第71次 [ 外郭北西部 6.5m' I 10 月 27 日~1O月 28 日
(仙北町払田

外郭(千東畑部町本堂城百間字 I 9.5m' I 4 月 22 自 ~4 月 28 日

外郭(ul東1::1部 10m' I 11 月 16 日 ~11 月 17 日第73次 i 七町払EEI

846m' 
6 地 区 12，350m' 

ング 4201也，点

第68次調査は内郭東門の調査である。内郭東門は第61次調査で東西に走る築地土塀が南東方

向に曲折する箇所を検出し、その延長方向に存在が予想されていた。

八開l門とこれに連続する板塀、角材事IJ痕跡、築地土塀ーなどを検出することができた。

第69次調査は第68次調査の期 よりのびたことなどにより、 しか実施

できなかったの 継続する必要がある。

第70次調査は外郭南西部の 174，7001がを対象に、ハンド・ボーリングによる地山レベルの計

、l
 

l
 
i
 
lp 

、
i などの記録作成を中心に行った。 ハンド・ボーリン

は、地山地形の様相を把握することができたが、遺物は得られなかった。

第71次調査は排水路控備工事に伴う として実施したが、 -遺物の検出はなかっ

た。

ドドう とし した。外郭j混角材列は検出できなかったが、

した。

第73次調査は農道拡幅・水路舗装工事ーに伴う事前調査として実施した。外郭組角材列が良好

な状態で検出された。

なお、出二i二遺物・図面などの資料整理は年聞を通じて実施した。

3 
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第 3章第68次調査

第 3章第 68次調査

第 l節調査経過

第68次調査は長森丘陵東端

部の北斜面を調査対象地医と

し、内郭東門の構造の把握と

その南側に連続すると考えら

れる築地土塀の検出等を目的

として実施した。

調査は仙北町長森17・23番

地内の 800m2を対象として行

った。 4月13日から

諸準備、機材点検を開始し、

20 日から ~~IJ量基準点移動を行

った。 22日より 28日まで第72

を実施した後、杉立木

の伐栽、杉枝の焼却処理を行

い、 5月6日より表土剥ぎを

開始、 15Bにはこれを終え、

門柱掘形らしい方形の掘り込

m
 

ハU
a
s
s
-』

F
h
u
 

の溝が延び、これが調査区東側 見えていた清J伏の落ち込み断面に連結することを確か

めた。 20日には12基を検出、内郭東門が内郭北門、 外郭南門などと同じ掘立柱による八

脚門であることが明確となった。北東隅柱からも 1条の溝が北へ延び、ていることを確かめ、平

の後、内郭東門北西部の斜面、 走る どを掘り下げる。北西部は古くからのゴミ拾

て場であるためゴミ

も見られた。

6月1日-3日ま

察では 4

森北東部の築地土塀に

さ30-40cmに し、この中に したトレンチの一部

を 4日掘形の一部に火山灰を認め、 5目、門柱掘形の平面観

ること されたため、 12日より

曲折部を

した溝出

ることを把揮した 北隅柱から北へ延びる SD

5 



在、田柵跡調査事務所年報1987

折部と築地土塀盛土の除去を開始し、同時に も並行する。 20日から内

郭東門の南東にある築地土塀の表土剥ぎを開始する。 7月6日SD77全体を約 5cm掘り下げ‘た

ところ、布掘りの中に、 SF75築地土塀を切る内郭線II期の溝状痕跡を明瞭に認めた。 14日に

は内郭東門柱穴の周回に足場組柱穴を多数検出。 16日、宮城学院女子大学、工藤雅樹助教授が

来跡された。 18日、東門隅柱から東へ延び、る SD 812溝の中に板塀状の痕跡を認め、この部分

は門の創建当初から築地ではなく、板塀であったことが推定された。 28日、 SF01築地トレン

チの掘り下げを終了する。

8月3~ 5日、奈良 より現地指導を受ける。

6 ~ 8日にかけて、内郭東門の全体写真を撮影する。 19日、柱穴の立割を開始、 20日SD

曲折部付近の立割を開始する。 SD77溝には内郭娘II期の直立する角材痕跡が見え始めた。 24

日、顧問会議を開催し、発掘調査・研究の顧問である秋田大学新野直古教授、国立歴史民俗博

物館考古研究部長何回茂弘教授に対し、調査の概要を説明するとともに、現地で御指導をいた

だいた。 25日、内郭東門北西部の斜面に東西方向のトレンチを設定したところ、地山が急激に

落ち込んでいることが判明し、土取跡かと推定された。 26日より SF01築地土塀の道路側斜面

の表土剥ぎを行い、この商に積手の違いを検出した。

9月上旬、 SD77溝曲折部付近の平・断面実~WJ図の作成を行う。 12 日、 S F01築地土i扉の調

査を終了し、門柱立害Ijの土層断面図等を作成、 24日に調査を終了、 26日には現地説明会を開催

した。

第 2節検出遺構

本調査においては30遺構を検出した。内訳は拍i立柱建物 2・柱列 1・土取跡 1・整地地業 3・

築地土塀 1・渦D4・その他 8である。 以下に遺構の説明を打つ。

S呂811内郭東門 (第 4- 7図、図版 5-12) 

長森丘陵東端部の北斜面にあり、自然地形に SX 836蹴土整地地業によって平坦閣を作り、

その上に造営したものである。桁行 3間x梁行 2聞の掘立柱による八脚門で、柱掘形の平面的

断面の観察によって 4期にわたる る。甫1NU梁行と SB81ト10掘

形はj也山から掘り込まれているが、他は西ほど厚い整地層からの掘り込みである。東側桁行柱

掘形付近は土の自然流失によって急斜面となっており、北隅柱と南隅柱では検出国に約

1.6 mほどの高低差がある。柱掘形には柱抜取痕が見られる場合がある。 SB 811 8の

場合、抜取痕内の埋土の状況と、それが第NJt月掘形によって切られることから、第江i期の柱J友

り
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払田柵跡調資事務所年報1987

しなかった。棟通りと西側桁行の間取痕である可能性が強い。 t屈形内から遺物はほとんど

えられる足場組柱穴がある。径20~30cmの円形で深さ 15~20cm、に創建期のものと

の埋土である。内郭東門の北東にある外郭東門までは地形図上で約 180m、政庁東門までは丘

i凌尾根筋を通ると仮定すれば約 330mの距離がある。道路状遺構は検出きれなかった。

内郭東門付近の基本土層は、第 I層が褐色の表土で約20cmの層厚である。第II層は約20cmの

で、角礁を多く含んでいる。を含む暗褐色土層、第四層は地山

〔第 I期〕5日811A 、、，
J

a目
圃

a
，，z
‘、

桁行 3 間×梁行 2 間の掘立柱建物跡、である。柱掘形は-Jllが約1. 5~ 1. 7m の方形を呈し、碍

[SB811第N期〕
[SB811第 1j{:Jl] 
[SD816] 
[SB830-5J 
[SX827] 

1・2
3・4・12

5 
6-11 
13 

、
U
i
i
i
g
c
m
v
.
0的
一
巳

日:39.90m一一-B'

一一-B

一一A'

B 

(10YR巧)
(lOYR%) 

(10YR%) 

( 5YR%) 

( 7Y沢民)

(10YR%J 

黒褐色土

黒褐色ニi二
階褐色こl二
赤褐色こ

H音褐色土

黄褐色土

8
Q
d
o
-
-
A
2
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Pム
寸

aeム
守

t
i

マ
s
i

(10YR%) 

(10YR%J 

(7.5YR%) 

(10YR%) 

(10YR% ) 

(7.5YR%) 

( 5YH_~ぷ)

lI{f褐色土

IJ音褐色土

明褐色ニt-.

黒褐色土

H者褐色土

褐色

赤褐色土

T
i

つω
つd
A
仏

τ
p
b
p
b
月
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96 

i;f~ 1 JVJt1::i点

回醐第N J1:JJä11'~

58811-6 • 58830-5 • 5D815・816.5X827実測図
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A……/ヲ/ f 訓lIJlllWlllIlJlI弘1¥ 3 一-A' l 暗褐色土 (lOYR%) E 車

2 褐色二仁 (10YR%) 

3 U音褐色土 (lOYR%) 
4 U音褐色土 (7.5YR%) 

5 明褐色土 (7.5YR%) 
6 時褐色土 (10YR%) 

7 黒褐色ゴニ (10YR%) 
8 U者褐色土 (10YR%) 

9 黄褐色土 (10YR先)

10 暗褐色ニ仁 (10YR%) 

H :39. 20m一一一A'
11 黒褐色土 (lOYR%) 

A二二-- 12 黒褐色土 (10YRち)
13 明潟色土 (7.5YR%) 

14 黒褐色土 (10YR%) 

15 11音褐色土 (10YR% ) 

第 3章第68次調査

醐醐第W期柱痕跡

区~ SX836盛土整地地業

I I 
m
i
l
 

-
i
 

1 -3 C第N期J 10-12 C第 II期〕
4 - 9 C第III期J 13-15 (第 I期〕

第 6図 58811-8実測図

認面より 1~ 1. 9m の深さでは 掘り込まれている。埋土は

を施していることがうかがわれる。 ため 5はや水平に をなし、

は SB 811 - 5 ~ 7の 21習と SB 811 

距離は棟通り柱列6.31m ( 

本が判明したにすぎないが、径50~70c:m である。

1・5柱の問、 SB811-6・10柱の間の 4本が知られる。

と

.5尺(12十 13.5)の計踊尺かと

から2.87ト3.48)、SB 811 - 1・5柱の間3.53m、SB811-6・10柱の間4.05mで、桁行

される。31尺 (9.5十 12十9.5)、

(2) S88118 (第五期〕

桁行 3間×梁行 21習の掘立柱建物である。 ため判然としないが、一辺 1.4m 

1・5の掘形はやや不整である。 と

ほどの方形で、確認面より 0.9~ 1. 7m の深さがある。ほほ、垂直に掘り込まれているが、 S B811 

になるものがあり、第 I期

のtA土のあり方に近い。 SB 811 1・5柱掘形には径約50c:mの柱痕跡が認められ、この 2

の柱間距離は3.32mである。 i'束通り中央柱 2本においてこの時期の掘形の重複は認められず、

11 



1 S音褐色土(lOYR%)
2 暗褐色土(lOYR%)
3 n音;褐色土(lOYR%)

4 明褐色土 (7.5YR%)
5 fl音褐色土 (10YR%)

6 明赤褐色土 ( 5YR%) 
7 時褐色土 (7.5YR%)

日:39.90m_A' 8 褐色土 (7.5YR記)

9 黒褐色土 (7.5YR%)

10 明赤褐色土 ( 5YR%) 
11 黒褐色土 (7.5YR%)

12 赤褐色土 ( 5YR%) i 
黒褐色土 (7.5YR%) ~ 混合土
にJ丹、針路土 (10YR%) ) 

13 暗褐色土 (10YR%)
14 赤褐色土(5YR%) 

15 黒褐色土 (7.5YR%) i .;!.'A-I-

明掲色土 (7.5YR%) J '日ロム

16 赤褐色土(5YR先)
17 1::.，;い黄信色土 (10YR%) 

担、田+跡調査事務所年報1987

A一一

A一一

ハ

Us--

1 -5 [第N期J 8・9 [第II期〕
6 ・ 7 [第III期J 10-17 [第 I期〕

第 7図 5881 ト10実測閤

-A' 

醐岡田第百期柱痕

棟通り中央柱 2本を欠く状態と忠、われるが、第五期に再利用された可能性は残る。西側桁行柱

列において掘形は第 I期のそれにはほ、重なり、 SB 811 5・10柱の柱痕跡もわずかに東に移

動しているだけであることから 棟通りと西側桁行との柱部距離は第 I期と向ーとみると、梁

行は24尺 (11十 13) と される。桁行は柱間距離が不明であるが、

すると、第 I期と同じ 31尺(9.5…ト 12ト9.5) に

(3) SB811C (第四期)

さf"Lょっか。

らあえて推定

桁行 3間× 2問の掘立柱建物である。柱掘形は重複のため第 1. II期よりもいっそう明

は呈しなより 0.6~1.7m の深さを有し、埋土は褐色ないし明褐色石在でないが、

い。 SB811 - 1 ・ 5 柱に径40~50cmの柱痕跡が認められ、この柱間距離は3.26m である。第 II 期

12 



第 3章第68次調査

同様、棟通り 2本を欠く。柱穴は第 I・II期よりも次の第W期柱穴にほぼ重なることから、建

物規模も第W期と同じとみて、桁行33尺 (11十11十11)、梁行23尺 (11十12)の計画尺による

ものと推定したい。

(4) 588110 (第N期〕

桁行 31閣×梁行 2間の掘立柱建物である。柱掘形は長径 1.4-2.6 111の隅丸方形ないし楕円

形を呈し、確認面より 0.6-1.5mの深さで掘り込まれている。壁は他の時期に比し、いくぶ

ん傾斜する場合が多い。埋土は褐色あるいは暗褐色で互震は呈しない。 SB 811 - 3・7の柱

を除き、径40-70cmの柱痕跡を有する。柱は掘形底面に達しているが、 SB 811-6の場合は

底面に約25cm土を埋めてから柱を据えており、棟通り中央柱はこのような扱いのようである。

S B 811 2・6柱痕跡のみわずかに焼土を含む。北隅柱では SD 77溝内の角材痕跡が掘形

埋土を切って柱痕跡に連結し、東隅柱では角材痕跡は見られないものの SD 814溝が柱痕跡、

に連結している。 SD 815 ・816溝はそれぞれ SB 811 2・6の柱、 SB 811 5・6の柱

を結ぶもので、 SD 815の場合SB 811 - 2の柱痕跡に、 SD 816においては SB811 - 6の

柱痕跡に連結する状況が観察された。 SB 811 - 9柱では第W期掘形のみ、埋土上方に火山灰

の堆積が認められた。柱痕跡を基にした柱間距離は、西側桁行総長9.80m (東から3.26十3.12

+3.40)、東側梁行総長6.87m (北から3.27+3.60)で、計踊尺は桁行33尺 (11十11十11)、梁

行23尺 (11十と推定される。建物の桁行方向は南北基線に対し37"西に偏している。

2 5詰830掘立柱建物跡 (第 4・5問、図版13)

桁行 3間(棟通り 2間) x梁行 2開の建物である。柱穴は SB 811内郭東門の柱掘形や柱抜

取痕によって切られる場合が多く 西側桁行来 2柱は完全に消失している他は一辺0.6-0.8111

の111各方形を呈し、確認面より約 0.4mの深さでほぼ垂直にJ百り込まれ、底面は平担である。南

央柱は掘形内にがJミ掲色土を約10cmほど埋土した後に柱を据えている。棟通り 3本のみ径25

-35cmの円形の柱痕跡を有しており、これによると柱間詑離は桁行総長5.67m (東より 3.01十

2.68)で、計画尺は19尺(東より 10-ト9)、東側桁行は19尺(東より 5.5十8十5.5)と考えられ

る。梁行は北側で総長 5.2m、計回尺は17.5尺(東より 8.5十 9)と推定される。

西隅柱は SB 811内郭東門の第 I期の掘形理土を切り、第II却j掘形との関係は不明である

が、第IIUリjの揖形によって切られていることから、内郭東門の第II期前後に造営されたことが

知られる。 SB811内郭東門の項で目先述したょっに、内郭東門の煉通り中央柱は第 I期と第N期

るが、第 I期の柱が第IIJmにも再利用されている可能性はある。だとすると SB830 

掘立柱建物の造営は SB 811内郭東門第II期の前ではあり得ず、第1U引の後ということになろ

う。また、南妻中央柱形は1:1ヨ郭東門第NJ切の柱を結ぶ SD 816溝にょうて北側をわずかに切

13 
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られ、東隅柱は SB 811 2の柱抜

取痕に切られている。北妻中央柱は

S B 811 -7の第 I期柱穴を掘り込

み、第N期柱穴によって切られてい

る。建物桁行方位は南北基線に対し、

39
0

西に偏している。

3 S A 831柱列 (第 8図、図

版14)

S B 811内郭東門の正面に検出し

た 4間の掘立柱列である。総長8.70

m (東から3.03+2.14+ l.51 +2.02) 

計画尺による28.5尺(東から 10+7 

A_  H:38.30m一一一_A 十5十 6.5) と思われ、+主間距青住は

一←...，..，.__ 統一性を欠く。北端にもう 1本の柱

岳
8' 

1 暗褐色土 (lOYR%) 

2 明赤褐色ニ仁 ( 5YR先)
3 寅褐色土 (lOYR先)¥ 

li見合土
暗褐色土 (lOYR五)J 

B一一一 日:38.40m-一一8'

1 明赤褐色土 ( 5YR%) 

H音褐色土(lOYR五)
黒褐色土(lOYR%)i 

}混合ゴ二
2 H音褐色ゴ二 (lOYR%) f 

第 8図 SA831実;J!IJ図

14 

が存在し、 SX 823によって切られ

ている可能性がある。柱掘形は一辺

50cmの方形あるいは径50cmの円形を

呈し、直径20cmの柱痕跡を有する。

深さは約40cmである。 SX 829 

整地層上面から掘り込んでおり、中

央の柱穴は SX 818によって切られ

ている。:}屈形内の埋土は黄褐色土、

明褐色土からなる。柱列方位は南北

よりも37"西に偏している。

4 S X824土取跡(第 3図、

国版15・16)

S B 811 の西側に

たA.B両トレンチで検出し

し

で、 Bトレンチ東端から MN99グリ

ッド南東偶付近を結ぶ線の西にあり、
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さらに西の未調査区にまで広がるものと推測される。両トレンチの東壁と底面は、地山が不規

則な凹凸を呈しており、現地表から底面までは最深部で約 2mの深さがある。内郭東門北西部

の北側に傾斜する自然地形を利用して土取りを行った跡と考えられる。その後、 SX835・836

盛土整地地業によって埋められたものである。

5盛土整地地業

(1) S X 829盛土整地地業 (第 3図)

S B 811内郭東門の正面東部にある東西10.6m、南北 8.7mの範囲の整地地業である。東側

は宅地造成による破壊を受けており これによる土層断面の観察によれば、黒色土と黄褐色土

さ 15~30cmの版築状の五層となり、これが!日表土の上に乗る箇所もある。 SD 813溝や S

A 831柱列のうちの一部は、この整地地業を切って掘り込まれている。

(2) S X 835盛土整地地業 (第 3図、図版15・16)

Aトレンチの下部にあり、 SX 824 土取りによる地山から 10~40cmの厚さで見られる土層で

部分的に明掲色土、暗褐色土が版築状となる箇所もある。丁寧な埋め立て事業で、この上に乗

る自然堆積土層とはその違いが明瞭に区別できる。 Bトレンチ内には見られず、局所的なもの

かも知れないが、 A トレンチでは西側の未調査域にも入り込んでいる。

(3) S X836盛土整地地業 (第 3図、図版15・16・18)

S B 811 2・6、Bトレンチ東端、 SB 811 -12・8・7を結ぶおおよそ東西14m、南北

8mの範囲に分布する黒褐色土、赤褐色土などの瓦層からなる盛土整地層であるが、北側は自

然に流失しているものと思われる。この上に SB 811内郭東門、 SB 830掘立柱建物が構築さ

れる。 SB 811 -7・8柱穴の北側には黒褐色の旧表土が東西に帯状に分布し、その上に

地層が乗っている。 Aトレンチではその東端において SX 835盛土整地層の上にわずかに乗っ

ているのが見られる。 Bトレンチでは SX 824土取町、の地山田に直接主主土され、最大 1.4mの

厚さがあり、トレンチ西側や南側の未調査区にも一部が入り込む。西端より1.2m付近の土層

中には径15~20cll1の柱痕跡が 2本あり、主主土整地を行う際の土止め的なものかと推定される。

この上には Aトレンチで1.6m、Bトレンチで1.1mの層厚の、主として暗褐色土の自然流入

が堆手賞している。

S X 824・835・836とSB 811内郭東門の関係は以下のように考えられる。まず、北西方

向に傾斜する自然地形を利用して SX 824土一取りを行った。その後、時を経ずして SX 835 

よって整地を施し さらにその東にある土取りによらない自然傾斜面をも含めて

S X 836 よって平担閣を造成した後、 SB 811内郭東門を造営した。

15 
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第11図 5 FOlトレンチ北皇室土層図

1974年の第 3

6 5 FOl築地土塀 (第10-12図、図版19-23) 

トレン 断面によっ した をめぐる
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今回南北22.6111を検出した。 丘陵東端のなだらかな傾斜面にあり、築地北側は宅地造成、東側

は閉T道によって破壊を

j込み、中に角E業を

ている。構築予定地の地山を少くとも幅4.4m、深さ0.6mほど掘り

を施し(1次整地A)、さらに旧表土の黒褐色土を

として摩さ 10~ 35 cmの整地を施し(1次整地B)、その上に

による築地本体を形成している。築地本体の基鹿IjJ面は少くとも 3.6m、高さは 1次整地Bの上

田から1.25mが現存する。東側の斜面には、北から7.44m、7.62111の長さで積手の違いが観察

される。築地の西側は褐色土、明褐色土などによって本体の現最高面まで盟く突き閉めて整地

され(2次整地)、その後に SD834溝がこれらを切って構築されている。築地土i群が崩壊した

後、その内側を整地して平坦面を造成し、角材列による内郭組としたものであろう(第12図)。

出さtLなかった。

自然:lit模土 SD834 

第12図 SFOl築地土塀土層模式臨

7 

(1) 5076溝 (第13図、図版24・26・27)

1976年の第 9次調査でSF75築地土塀の北側に沿って検出された溝で、築地崩壊土を切ってお

り、溝内に角材か丸太材が立っていたと解されている。第 9次調査で設定したトレンチの東側

断面 (A~A') では全体の 11屈が42cm、深さ 56cm あり、 2 時期あるょっに見えるが平面では l

である。溝内に 11届20~ 26cmの角材痕跡があり、;出土は H音褐色土に褐色土が~}~じる。 SD

によって切られており、これと同様にi有へ曲折するものか否か不明である。

5077溝 (第13図、図版24-29)

第 9次調査で検出した SF75築地土塀を切って掘り込んだ遺構で、これまで内郭報第

II期の角材事IJを埋設した溝と理解されている n 1985年の第60次調査では 第 9次調査で築地

の東端に したトレンチの東側で、その講j底部が南へ向か勺て曲折することを した。

18 
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はトレンチ東壁から約 3mの位置で、おおよそ100。南へ曲折し、そこから 15mで内郭東門北西

隅柱に連結する。 SD76溝を切り、曲折部付近では 3期 (A・B . C) にわたる構築が認めら

れる。この部分では、地山を掘り込んだ幅50~60cm、深さ 22~70cmの布掘りが 2 条あり、土層

断面中に幅15~20cmの角材痕跡が直立する。また、由主!T部からわずかに東へ湾曲して南に 6.5

mのびる溝があり、これは SD77B布掘りによって切られている。 SD77の一連の仕事による

溝と推定される。これらを含む最大幅は1.93mであるが、内郭東門の北西偶柱付近では0.7mと

なる。 D~D'ラインの土層断面では、下部に創建時のものと考えられる布掘りと幅20cmの角材

痕跡があり(S D 835 )、ほほ、同位置に最も新しい時期の布掘りと角材痕跡が乗る。

第 9次調査で設定したトレンチは築地土塀の高まりと、その東の畑地との境に設けたもので

あるが、トレンチ西壁では築地本体の版築が明確に存在するのに比べ 東壁及ぴその東側では

それが全く見られない。また、内郭東門南東隅柱に取り付く SD 813溝には板塀痕跡があり、

これが内郭東門創建期の遺構と考えられるが、この付近に築地版築土はない。これらのことか

ら内郭東門北西隅柱と SF75築地土塀東端との間は創建当初は板塀で、築地崩壊後に角材列が

立てられるものであろっ。土師器高台杯が遺構確認面付近から出土した(第19図31)。

Clj~ 
× 

う
や

A一一

中、
〉に

5ち
ら

日:36.90m-A' 

一-93

一一A'

A - H:37.20m-A' 

1 A音褐色土 (7 .5YR%) 

Clj'I 

¥ 

やノ/ SB811-4 

A-H:39.00m-A' 

1 褐色土 (lOYR対)

o 1m 
lII III 

1 暗褐色土 (7.5YR%) 3 暗褐色ニヒ (7.5YR%) 5 s音褐色二i二 (7.5YR%) 

2 火山灰 4 暗褐色土 (7.5YR%) 

第14図 5D783 • 822 • 828実測図

(3) 5 D783溝 (第14図、図版30)

内郭東門正面の西側に位置する溝である。長さ 3.65m、幅1.1~ 1. 67m、深さ 34cmて¥

- 20 
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られる。第61次調牽でこの遺構の北東延長部を調査は小角l球が中に火山灰を含み、

した(第19図28)。している。土師器杯が 1点

(第15図、図版31-33) S 0813溝(4) 

ら掘り込まれ

しない。上面幅は33~ 100 cmていあ

S X 829 

ている。宅地造成による破壊を受けており、約 5mし

- 21 
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る。 i幕内に幅10~20cIllの板塀痕跡が見られ、 では溝の深さは90cIllであるが

溝底より 20cmほど上に南に傾斜して埋設されている。埋土は日目呂粍土・赤褐TU"土で内郭東i北!の

第 1. II期の埋土に似る。内郭東門南東隅の柱掘形内で SD 814 ?葬に切られており、

に対する角度は約122
0

で、後述する SD 835溝や SD77の角度に近いことから、

期の板塀施設と考えられる。

(5) 5 0814溝 (第15図、図版31-33) 

S D 813瀧を切り、約25
0

南へ角度をずらして構築される溝で、 SB 811内郭東門南東隅柱の

第N 期柱ーから連続して東へ 4.5m 延びている。上面11Jj'j!j 50~85clllで、土層断面図作成位置では深

さ50cIll、底面は平盟で、不明瞭ではあるが角材と思われる i幅約40cIllの痕跡が観察された。埋土

は暗褐色土である。平瓦が 1点出土した(第20図33)。

(6) 5 0815溝 (第 4・5図、図版34)

S B 811 2・6柱の間にあり、 SB 811 - 2柱の抜取痕を切っている。 SB 811 2・6

、第W期の柱痕跡に連結していることが明瞭に観察されたので、少くともこの

時期の柱をつなぐものであるが、第 I~III期の痕跡は残存しない。長さ 3.06m 、 i幅32~44clll 、

深さ22cmで、構内に板材ーなどの痕跡は見られない。

(7) 50816溝(第 4・5図)

S B 811 5・6柱の間にあり、 SB 811 - 6掘形内で第N期の柱痕跡に連結していること

が明確で、あったが S B 811 - 5掘形では少くとも第III期の埋土を切っているが第W期の柱に

連結する状態は把えられなかった。しかし、 SD 815溝の状況から第N期の間柱をつなぐ

あると考えられ、第 I~III期にも存在した可能性はあるが その痕跡は見出し得なかった。 S

X 827の上部を切り、 j茸の南側で SB 831 央柱姻形をわずかに切ってい

る。長さ 2.44m 、 11届30~33cl11、深さ 10cI11である。構内に板材痕跡は検出されなかった。

(8) 508217蕎(第 4図)

SB811-11 ・ 12柱掘形の南西に位置する潜状遺構で、長さ 3.05m 、 11J面24~60cl11、深さ 14~

35cI11である。溝の南東部で SB 811-11の第 1J~Jj掘形を切っていることが明らかであるが、柱

抜取痕との時期的前後関係は不明である。また、溝の北西部は SB 811 -12の第III期掘形と

しているが、新旧関係は不明である。

(9) 5 D822溝(第14図)

S D783講の南に位置し、東四に走る溝である。長さ 3.3m 、 11届40~70側、深さ 6 CI11である。

(1日 50825溝(第 4図)

S B 811 5 i由形から SB 811 -1 掘形へpJJかつてのびる潜で、長さ 90cm 、 11J話20~24cI11、深

さ5cmである。溝内に板材痕跡は見られない。門柱の接続時期は不明である。

22 
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(11) S 0826溝(第 4図)

S B 811 - 5掘形から SB 811 - 9掘形へ向かつてのびる溝で長さ1.1m、幅21-30cm 

深さ 6cmである。溝内に板材痕跡は見られない。門柱の接続時期jは不明である。

(12) S 0828溝 (第14図、図版35)

S B 811 - 4・7掘形の間にある溝で、長さ 2.77m、i幅20-60cm、深さ 18cmである。溝底は

いくぶん丸みを帯びており、径 3-8 cm前後の小角疎が多数見られる。同じような小角礁は S

B 811 4の第N期柱の上部にもあり、この潜=は SB 811 - 4の第N期柱の消失後の構築で、

少くともこの付近まで北へのび、ていたことを推測させる。反面、南端には長軸45cm、短軸29cm

深さ50Cl11の楕円形の小ピットがあり、 j請は SB 811 7柱穴、 SB 831摘立柱建物跡の北妻中

央柱穴には接しておらず、これらの建物との直接的関連性はないものと判断される。

(13) S 0834溝 (第10図、図版21・22)

S FOl築地土塀を切る溝状遺構で、トレンチより北の築地本体積土の上面で長さ 13.8mにわ

たって検出した。北側は宅地造成によって破壊を受けており、断面が露出している。平面では

不明瞭で、あるが、トレンチ土層断面では 2時期あることが明確で、、北側土層によると SD 834 

A(古)は少くとも幅65cm、深さ60cmあり、 SD 834 B (奈川は 111高40cm、深さ66cmで、 Aの東

に若干位置をずらして構築している。;埋土はいずれも褐色土で、溝内に角材痕跡は検出されな

い。本遺構は築地土時二崩壊後に、丘陵裾の斜面を築地土塀本体と同ーの高さまで整地してから

構築したもので、内郭総第II期 る。しかし、長森北東部内郭線築地土塀を切る SD

77溝は築地土l堺本体のほぼ中央部に掘り込まれるのに比べ、本遺構は中央よりも西(内側)へ

をずらし、整地層をも含んで掘り込んでいる。 SD 814溝に連り、内享[)東門南東隅柱へ連

結するものであろう。

(14) S 0835溝(第13図)

S D77土層断面 (D-D')の下部に検出した溝である。 1幅約80cm、 らの深さ約60cm

で、溝内に 111話20cmの角材痕跡が直立し、理土は褐1色土に黄褐色土が混じる。上部を SD77C 

によって切られている。曲折部ではこれに相応する溝はないが、 tf土や溝底部の感触から SD

77に先行する創建期の潜で、 SD 813に対応するものと推定される。

S その他の遺構

(1) S X817 (第16図、図版36)

S B 811 -11柱掘形の南に位置し、 ]f~ を る このj宝の第III期と される

抜取痕を切づている。長i¥ir!11.02111、短i¥ll[10.9 111、深さ 17cmである。

(2) S X818 (第16図、図版36)

- 23 
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8 B 811内郭東門跡、の北東に し、不整円形を る遺構で、 8A 831柱列の中央柱を切

っている。長軸1.32m、短軸1.21m、深さ 16cmで、ある。遺構北東部の底面に接し、縦36cm、横

20cm、高さ 20cmの角礁がある。

(3) 5 X819 (第16圏、図版37)

8 X818の北西に位置し、弓潜円形を呈する遺構で、長軸1.54m、短軸1.34m、深さ 12cmである。

(4) 5 X 820 (第16図)

8B811内郭東門跡北西隅柱の北西に位置し、不整椿円形を呈する遺構で、長軸1.68m、短

軸1.18m、深さ 17cmである。

(5) 5 X823 (第16図、図版37)

8 X119の北西に位置し、楕円形を呈する遺構で、長軸2.08m、短軸1.44m、深さ34cmで、ある。

(6) 5 X 827 (第 5図、図版38)

8B811-6柱掘形の東側に重複し、長方形を呈する遺構で、長軸0.9m、短軸0.45m、深さ 120

cmである。底面は平坦で、、壁は垂直に近く掘り込まれている。 8B 811 -6の第 I期掘形と S

D 816溝に切られている。

(7) 5 X832 (第16図)

8 X 819の西に位謹し、不整楕円形を呈する遺構で、 8B 811 -4第III・W期掘形の上部を

切っている。長軸1.9m、短軸1.08m、深さ33cmである。

(8) 5 X833 (第16図)

8 X 818の北東に し、不整円形を呈する遺構で、長軸0.82m、短軸0.76m、深さ 14cmである。

第 3節出土遺物

1 遺構内出土遺物

(1) 58811-1内郭東門出土遺物 (第18・20図、図版40)

須恵器 12は灰白色を呈する杯底部で、切り離しは回転糸切りである。底面に「口」

があり、記号かと考えられる。

瓦 36は平瓦の小破片で凸面は無文、凹面に布日痕が見られる。

以上は柱穴内の埋土から出土したが、所属時期の確定は囲難である。

(2) 5 FOl築地土塀出土遺物 (第19図)

土師器 30は燈色を呈し、底部切り離しは自転糸切りによる。 を掘り下げ中に

しfニカヘ 明確でない。

25 
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(3) S D77溝出土遺物 (第19図)

土師器 31は内閣黒色処理が施された高台付の杯である。底部を回転糸切りによって切り離

した後に高台を付している。

(4) S D783溝出土遺物 (第四図)

土師器 28は黄櫨色を呈する土師器で、底部の切り離しは回転糸切りによる。再調整は施さ

れない。覆土中より出土した。

(5) S D814溝出土遺物 (第19・20図、図版48)

須恵器 23は長頚査の頚部から肩部にかけての部分である。青灰色を呈する。

瓦 34は青灰色を呈する丸瓦の小破片で、凸面は無文、四面に布目痕がある。側面の両面に

面取りのケズリを施す。

(6) SX817出土遺物 (第20図、図版48)

五 33は平瓦の小破片で凸面に格子叩自、凹面に布目痕を有する。寅褐色を呈し、摩さ 2.9

cmである。

2 遺構外出土遺物

(1)須恵器 (第 17~19図、図販40) 1 -11は杯であるが、完形の土器はない。底部切り離

しは回転糸切りによるものと、回転へラ切りの場合があり 無調整である。 11・13・14は杯底部に

られる。 11は不明だが、 13は「関山 141"口大J と釈読される。 11・14は回転へラ切

り、 13は回転糸切りによって底部を切り離しており、再-調整はない。 15は高台付の杯である。

16は長頚査の体下部で回転へラケズリが施される。回転糸切りによる切り離しの後、高台が付

される。 17-21は蓋で、 18と20はつまみ部周辺に回転へラケズリが施されている。 17を除き、

硯に転用されている。 23は灰白色を呈する長頚資で体部下半はへラケズリが施されている。

(2) 土師器 (第19図、図版40) 24-27・29・30は澄色ないし灰黄色を呈する杯である。底

部切り離しは24が磨滅していて不明であるが、 25・26・29・30は回転糸切り、 27は回転へラ切

りである。再調整は施されない。 31は内部黒色処理が施された高台付杯である。成部切り離し

は回転糸切りである。 32は嚢底部で、底面に木葉痕が見られる。

(3) 瓦 (第20図、図版41・42) 35・37-39は丸瓦て¥凸面は無文、凹面は布目痕である。

39には側縁の凹凸時間に面取りのケズリ調整を施す。 35・39・40は硬質で青灰色、他はやや軟

質で寅褐色ないし灰白色を呈する。

(4) 紡鍾車 (第21図、図版42) し、 を欠く。

5.4 cm、厚さ 0.2cm、紡茎の長さ 7cm、径0.3cmである。

(5) お器 (第21図、国版42) 11則縁に両面からの擦切痕を有する磨製石斧である。長さ9.7

cm、rll記3cm、厚さ 1.7cmで、石質は緑泥片岩である。縄文時代のものであろう。
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9 

10 

出土地点 1・3 Aトレンチ
2 Bトレンチ

4 -7 第2層中
8 MM95 

MN95 
10 MM96 

番号 種別 口控(cm) 底径(cm) 器高(cm) 底筏指数 高径指数 外{頃度 1ilil 呈Jチ

1 須恵器杯 12.6 7.4 3.0 0.587 23.8 35' 回転へフ切り

2 須恵器杯 13.6 7.0 3.8 0.514 27.9 31' 回転糸切り

3 須j恵器杯 14.0 7.0 3.6 0.50 25.7 36' 回転へフ切り

4 須恵器杯 14.0 4.8 4.0 0.342 28.5 45' 回転糸切り

5 須恵器杯 13.1 7.2 3.3 0.549 25.1 ;35' 回転へフ切り

6 須恵器杯 13.0 6.0 3.3 0.461 25.3 36' 回転糸切り

7 須恵器杯 12.8 5.4 3.6 0.421 28.1 41.5' 回転糸切り

8 須恵器杯 13.0 7.1 3.6 0.546 27.6 32' 回転へフ切り

9 須恵器杯 6.4 回転へフ切り

10 須恵器杯 6.0 回転糸切り

第17図遺物(1 ) 
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市り〕

17 

18 

19 

20 

21 

出土地点、 11・14・16 第 2層中

12 SB811-1 
13・17 Bトレンチ

15 MN90 

18 MK92 

19・21 Aトレンチ
10cm 

20 MJ97 

第18閣遺物(2 ) 
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22 23 

、二E三三

¥d三-:2 ヒヰイ

¥:--{ :7. 

32 

、主Jイ
出二仁よ也点 22・25・27 Aトレンチ

23 S D814 
24・32 BI、レンチ

26・29 第 2層1:ド
28 S D783 。 lOcm 31 S D77 
30 S F01一括

番号 種別l 口f壬(cm) 底怪(cm) 器高(cm) !長窪指数 高径指数 外傾!支 タ~-

24 こi二師器杯 11.4 6.0 4.1 0.526 35.9 25
0 

25 土師器杯 11.4 5.4 4.0 0.473 35.0 22' 回転糸切り

26 土師器杯 12.2 5.6 4.0 0.459 32.7 28' 

27 土制器杯 13.0 8.2 2.9 0.630 22.3 34' 回転へフ切り

28 ゴニ師器杯 5.0 間転糸-QJ1) 

29 土師器杯 4.8 回転糸切り

30 j二自fli器杯 6.4 回転糸切り

第19図 遺 物(3 ) 
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34 

35 

36 
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物件)

37・38

39 

40 

SX817 
SD814 
Aトレンチ

SB81l-1 
第2層中

第 1層9"
SB811確認函



第 3章第68次調査

く訟

第4節小 結

内郭東門と内郭線

仁〉

第21図遺物(5 ) 

42 

tl:¥土地点 41 MJ 97 
42 MN95 

( 1 )第48次・ 61次調査などで確認に努め、その成果からはほ、位置が特定されていた内郭東

門を検出した。内郭北門・南門に加え、内郭では 3門が検出されたことになる。内郭東門は桁

行 3間×梁行 2間の掘立柱建物で4期の造営があるが、第II・III;1tJJは棟通り中央柱 2本を欠く。

この棟通り中央柱 2本を欠く特徴は、内郭南門、政庁東・西・南門と共通する要素である。内

郭東門の発見により、未発見の内郭西門の存在も確実となった。

( 2 )第 9次調査で長森北東部築地土塀(S F 東端に したトレンチ内 断面観

よれば、築地土塀はトレンチ西壁には存荘するが、畑地となっている束壁には存在し

これはトレンチ東側では耕作により、築地が完全に消滅したことによるものとは考えにくい。

S D77溝は SF75築地土塀の崩壊後に角材列を理設した溝で、内郭線第II期の仕事と把えら

れる。この溝に対応する位寵にある SD 813は内郭総創建期の構築と考えられ、中に

を有し、この付近にも築地版築土は見られない。

31 --
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内郭線第 I期

内郭線第II期

第22図 内郭線変遷模式国(内郭東門付近)

S F75築地土塀と内郭東門

北隅柱の関は、内郭線創建

時の板塀ニに重複しでほぼ向位

置に内郭線第五期の角材が立

てられるため、板塀痕跡はほ

とんど失なわれているらしい。

これに対し、東隅柱からの

びる SD 814溝は創建期の S

D 813溝の南に位置を変えて

作られた内郭線第II期の仕事

で、 SF01築地土塀を拙り込

むSD 834溝に連るものであ

ろっ。

以上から、内郭線が八の字

形に内側に入り込み、内郭東

門の北隅柱及び東隅柱に至る

部分は、創建時には板塀として作られ、築地土塀の崩壊後には角材列に変わるものと推測され

る。これを模式図に示すと第22図のようになる。

( 3) S F75築地土塀の北側に沿う SD76滑ェは構築時期が明確で、なかったが、 SD77溝によ

って切られていることが判明した。第 9次調査ではこの溝は SF75築地土塀より西には存在せ

ず、築地土塀崩壊土を切っており、 j器内に部分的に角材または丸太村の痕跡が見られた。

これらの事実から、 SD76溝は築地土塀に付設された構築物で、築地土塀がある程度崩壊し

た時点で築地土塀を補強する目的で築成されたものと推定される。

( 4) S F01築地土塀は第 3次調査において、トレンチ内の土層断面で確認した遺構で、今

回積子の違いを認めることができた。長森丘陵の裾を巡る築地土塀の存在がいっそう明瞭とな

ったと言えよっ。

2 内郭東門と掘立柱建物跡@柱列

S B 830掘立柱建物跡は内郭東門第 I期建物よりは新しく、第III期よりは古い遺構で、ある。

内郭東門に内包される位置にあり、建物方向も近似しながら、柱掘形や柱痕跡の規模から、内郭

え時に何らかの理由により一時的に造営されたものである可能性が強い。この際、内

の正面にある SA 831柱列が問題となろう。その方位は内郭東門や SB 830 

- 32 



第 3章第68次調査

跡の桁行方向とほぼ向ーで、これらの建物との関連が想定され、 は内郭東門への通行

を遮断する にある。 SB 830掘立柱建物跡が前述のょっな一時的建物とすると、この建物

との対応、関係が推定される。

これら遺構の関係を整理すると、第II期内郭東門を建立する前か、その廃絶直後に、一時的

にSB 830掘立柱建物を造営し、向時に外郭東門から内郭東門への通行を遮断する意図をもっ

てSA 831柱列をも構築した。その後、これらを除去して第III期の内郭東門を造営したと推考

される。一時的建物・柱列

との関係を推定したい。

3 内郭線の変遷と構造

として、内郭東門のみならず、内郭線全体にかかる修復

( 1 )内郭線の調査はこれまでに第 2 ・3・9・51・55・61・65・67次調査を経てきた。予

の成果によれば、内郭棋は大きく 2時期に区分され、これに本次調査の成果を加えて表にする

と次のようになる。

内郭線第 I期 内郭線第II期

S F75 S D77 

9 次調査

S A83 S A82 

51次調査 S A466 S A467 

S F690 A S F690 B 

65次 査

(築地土塀?) S D799 

S F01 S D834 
第 68次調査

S D 813・SD 835? S D814 

( 2 )内郭北 13~ ・南門と 、内郭東門も内郭線が八の字形に内側に入り 門が

取り付き、築地土塀には直接門が取り付かない構造であることが明らかとなった。八の字形部

分は内郭北門では角材列 内郭南円では石塁、内郭東門は板塀または角材列というように、内

郭線の各門はそれぞれが異なる素材を用いて変化に富んだ形態を示している。

33 
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第 4章第 69次調査

第 1節調査経過 (第23・24図)

長森丘陵の政庁から東側一

帯には、中央部に平坦面があ

り、その南北両面には高さ30

-150 cmほどの 2-3の段が

存在し、地形の改変が認めら

れ、古代の遺構の存在が推定

される。第 4次計間以降の発

掘調査に先行して、この一帯

の微地形測量を実施したもの

である。

長森丘陵は全体が杉林で、

品、v・¥

の杉が密植されている。この

中に を14基埋設し

平板を用いて縮尺 100分の l

地形図を作成した。

般の事情から12，350m'を

したにとどまった。

羽ハU
「「

u
l
-
-

第23図第69次調査位置図
図である。
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第 5章第 70次調査

1節調査経過 (第25図)

第3次 5年計画の基本的計踊の一環として実施した。外郭を中心とする

査である。本調査はノ¥ンド・ボーリングによって遺跡とその周辺の地山レベルを計測し、!日地

形を復原することと、水田面や水路内で遺物の表面採集を行い、遺物の分布とその密度を調べ、

これら旧地形の復原、と遺物の分布状況から、遺構の存在と範囲を推定し、古代の土地利用の状

況を把握することが目的である。同時に、古代の堆積層から土を採取し、自然科学的分析を行

って、古環境の復原をはかるための基礎資料の蓄積なども目指している。

本年度は昨年度第66次調査の西側177，500m2を対象とし、対象地区に設定した約324m'(10間

四方)の方眼を基準に 420箇所のハンド・ボーリングを実施した。

第 2節調査成果 (第26国)

ハンド・ボーリング調査の結果、推定される地山レベルは第26図に示すとおりである。本年

度調査範囲は真山の南側にあり、このためか、範囲内の東半には真山南東の張り出し部が南東

方向へそのまま延長される形で地山地形にも反映されている。これに対し、西半部の等高線は

主として南北に走り、外郭東部の等高線に似ていることがわかる。

第 3節出土遺物

、遺物は得られなかった。

第 4節小 卒者 (第27国)

ボーリング調査が終了したので、この地域の!日地形を第27図にまとめた。旧地

形は現地表面の標高からも窺われるよっに、全体としてはおおよそ東から西に傾斜しており、

外郭線東西端では約 3.5mの高低差がある。真山南東部のように丘陵部から連続する部分的な

張り出しも認められる。今回遺物が全く検出されなかったのは長森の東側や南側と異なり、政

門などの主要施設から離れていることに起因するものであろうかと推測される。
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第 6章第 71次調査

第 1節調査経過 (第28図、思版43)

管理団体である{山北町に、昭和57

年 3月5日付で秋田

久治氏より (用水路装

工)を理由とした現状変更許可

された。 県教

会を経由して文化庁へ進達さ

れた。

これに対し、文化庁から

てに昭和57年 4月2日付委保第 4の

をもって、「申請地は地下

構の存在が予測されるところであり

ますので、 に用水路を敷設する

を千子い、 その結

を待って処理することが適当であ

ると考えます。」との通知があった。

ょ~
t戸=

..-~4警官F
~> 

~: 34.5 

~.:: :-

iI  I I 
本水路は千畑町本堂城回字百白木

から外郭北部を東西に横切り、仙北 第28図第71次調査位置函

町在、田字早坂地内へ抜けるものであるが、大部分が既設水路の装工で、あるため、昭和58年度に

されて以来、発掘調査の必要性はなかったのである。本年度工事はUD北町払田

合16番地の 1地内において、招削を伴う新たな水路を造成する笛所があるので、当事務所では

「 として対応することとしたものである。

第 2節検出 (第29・30図)

x 6.5 m) を

層は水田

6mほどの平担な水田で、現水路に沿う

した。

よる

は灰黄褐色の地山の上に

で、ある。

43 

にトレンチ(1 m 

し、このうち第 2
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屋

LS十

山十
55 

第29圏第71次調査実測図

A 

円
叶

U
S
I
l
l
i
-
-

s生

59.126km--LS 

日:34.70m-A'

l 黒褐色耕作土(lOYRYJ) 2 黒褐色客土(lOYRYJ) 3 黒褐色土(lOYRYJ) 

第30図 トレンチ北壁土層図

第 3節出土遺物

本調査では遺物は しなかった。

第 4節小結

今回の調査地点には古代の遺構・遺物は認められず、

判断される。

44 

よる史跡への影響はないものと



第 7章第 72次調査

第 1節調査経過 (第31図、図版44・45)

管理団体であるf山北町

に、昭和61年 6月6日付

でfllJ北郡千畑町土地改良

民理事長鈴木金一氏より

土地改良事業(道路改良

事業)を理由とした現状

変更許可申請書が提出さ

れた。

これに対して、文化庁

から申請者あてに昭和61

年 7月14日付委保第 4の

545号をもって r1 工

事予定地のうち払田柵跡

の外郭線推定地に係る工 第31臨第72次鵠査位置図

事の着手は秋田県教育委員会による発掘調査の終了後とすること。 2 1以外の地区に係る工

事に際しては、秋田県教育委員会及び{山北町教育委員会職員の立会いを求めること。 3 上記

の発掘調査及び立会調査の結果、重要な遺構などが発見された場合はただちに工事を中止し、

文化庁に報告の上その指示を受けること。 4 その他実施に当たっては、秋田県教育委員会の

指示を受けること d との通知があった。

当事務所では「第72次調査Jとして、千畑町本堂城田字百白木48番地の1、2地内において、外郭

線推定位置と道路とが交差することが予想される地点にトレンチ (lmX9m) を設定して調

査を実施した。

第 2節検出遺構 (第32図)

調査地点には古くからの水路があり、トレンチ内の東側は水路造成によって切られており、

全体が東に緩やかに傾斜している。西側には -暗褐色土が堆積するが、遺構の検出はな
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第 7章第72次調査

力、っ?こ。

第3節 出土遺物 (第33図)

水路内堆積土中より、土師器杯の小破片と木材の小片が出土した。第33図 1は澄色を呈する

土問器杯で、底部切り離しは回転糸切りによる。 2は内面黒色処理の施された土師器杯である。

R-~ゥイ
o 5cm 
l1  1 1 1 

第33図遺物

第 4節小結

この付近の外郭線は町道の下を斜めに横切り、ほぽ南北に走ることが推定されている。外郭

線角材亨IJ推定位置に向けて、調査可能な限りトレンチを東へのばしたが、 トレンチ内には角材

列及び布掘り痕跡は検出きれなかった。外郭線は古くからの水路によって切られ、消失したか、

トレンチ東端では外郭線に達することができなかったことによるものであろう。
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第 8章第 73次調査

第 1節調査経過 (第34図、図版46)

管理屈体である{山北町に、

昭和62年 9月7日付で仙北

郡高梨土地改良区理事長大

野清栄氏より土地改良事業

(水路舗装事業)を理由と

した現状変更許可申

提出された。申請書は秋田

県教育委員会を経由して文

化庁へ進達された。

また、 f山北町長大山喜八

郎氏は、昭和62年 9月17日

付で道路改良事業を理由と

した現状変更許可

文化庁へ提出した。

を

これらに対し、文化庁か

ら申請者あてに、前者につ

~ --
11 

352 
353 

i 外郭線位置

第34図第73次調査位置鴎

。 30m 

いては昭和62年12月10B付委保第 4の991号、後者については昭和62年12月17日付委保第 4の

990号をもってつ 工事予定地のうち払回柵跡の外郭線推定地に係る工事の着手は秋田県教

育委員会による発掘調査の終了後とすること。 2 1以外の地区に係る F祭しては、干大田

県教育委員会職員(埋蔵文化財姐当職員)の立会いを求めること。 3 上記の発掘調査及び立

会調査の結果、重要な遺構などが検出された場合は、誼ちに工事を中止し、文化庁に報告の上、

その指示を受けること。 4 その他、実施に当たっては、秋田県教育委員会の指示を受けるこ

とd との通知があった。

この 2地点は隣接する地点で、 も同時に行なわれるため、当事務所では「第73次調

として、仙北町払田字大谷地28番地において、

ることが予想される地点にトレンチ(9.5 m2
) を

48 

し、

と道路および水路が交差す

当たった。
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第 2節検出遺構 (第35・36図、図版47-49)

トレンチ内にほぼ密接して南北方向に並ぶ角材列(S A 460) 24本を検出した。布撮りは上

面幅60cm、底部rt高35cm、深さ95cmで、黒色土から地山を掘り込み、このほほ、中央に角材を据え

繰灰色粘土で埋土している。角材の他には小さな木清程度の材があるだけで、横木・礎板など

は検出されなかった。角材は布掘り底面より約 7~ 8cm沈下している。道路下であるため耕作

よる破損、抜き取りが全くなく、加えて大谷地という地名からもうかがわれるように、こ

の付近一帯が湿地状の地帯を形成しているらしく、調査時にも湧水が多かったことなどから、

角材の遺存状態は極めて良好で、あった。遺構に重複は見られず、 1時期のみの構-築である。

第 3節 出土遺物 (第37-41図、図版50-53) 

本調査では24本の角材を検出し、うち工事範囲外に入り込む 1本を除いてお本を抜き上げた。

角材には北から)11震にNo.l-No.23までの番号を付した。このうちNo.5角材はNo.4角材の西側(外

郭線内側)にあり、上下とも工具で切断され、長さは当初から46cmにすぎないことから、 No.4

角材の添木としての性格が考えられる。材の同定結果は第 9章に掲載した。

角材は一辺が17~37cmあり、平均長辺27cm、短辺22cm、残存長は最長で 122 cm、平均91cmで

ある。原木の芯を中心として成木 1本を 1角材とした場合もあるが、年輪から推定される

が極めて大きいために原木の加工状況が不明のものが半数を占め、その他は原木をニツ割、四

ツ害11、六ツ割に加工している。手斧で丁寧に面取り加工が施されているが、樹皮を剥いただけ

の未加工面を 1面に持つものもある。手斧痕跡のrlJ話は最大 8cmで、ある。自渡孔の穿孔と基部の

切断はノミ よるらしく、この場合、 5cmの工兵痕跡を認めるものがある。白渡孔は

最大16X13cm、 5 x 6 cmの方形て¥一辺 6~ 8 cmのものが多い。

SA460掘形

第36図 SA460実測図
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第37凶角材実測図(1 ) 
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第38図角材実測図(2 ) 
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第39図角材実測図(3 ) 
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第40図角材実測図(4 ) 
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第41図角材実測図(5 ) 
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第 3 表 角材観察褒

残存長 斜方向 目j度孔と斜 原木の 未加 斜方向
No. 縦×横同

(cm) 
目 渡孔(cm)

加工面倒
方向加工面

加工
加工面

の位置 工面 の向き

A面10X8 9X7 
1 28X25 122 28X 13 日告f( 不明 西

B麗 7X 5 C面 6X 6 

2 26X23 106 A面15X 12 C菌 9X 7 26X 11 I知 不明 西

3 24X20 67 20X 12 l本 1 西

4 24X22 72 7 X 7 7 X 6 1 ~1'i 不明

5 28X20 46 不明

6 28X25 100 A面11X9C面 8X 6 25 X 10 I類 1本 西

A面 6X 5 6 X 6 
7 26X25 84 25X 10 II類 不明 西

B面 7X 6 C面 7X 6 

8 26X22 87 A面 7X 6 C面 7X 6 26X 16 I実H 不明 西

9 26X22 94 7 X 7 7 X 6 I類 不明

10 27 X 19 87 6ツ割 1 

11 29X23 82 l本

12 21 X 19 94 4ツ割

13 32X22 86 2ツ害IJ l 

14 27X26 76 不明

A面 9X 7 7 X 7 
15 37X 23 88 37X20 II ~r{ 2ツ割 1 西

B面 7X 6 C面 6X 5 

16 29X23 110 不明

17 27X25 102 27 X 18 不明 西

18 26X23 104 A面16X 13 D面12X 7 23X21 III類 4ツ割 東

19 29X25 106 不明

20 26X 17 70 2ツ害Ij

21 22X 21 92 8 X 6 7 X 6 I主H 不明

22 27X22 81 4ツ害Ij

23 25X 21 91 4ツ割

エi徐5ド土をく:!，J 26.9 x 22.3 91 
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角材底面は平坦で、先端が尖るこ

とはない。しかし、角材長辺から底

面にかけて斜めに削り出す 1面を存

するものがNO.5角材ーを除く 23本中 9

本ある。このうちNo.18角材のみこの

面が東を向き、他は西に向くように

立てられていた。この商は他の商と

同様に手斧で丁寧な加工が施され、
第42図角材模式図

B 

平坦で、あるが、わずかに曲面となる場合も見られる。 9本のうち 7本に白渡子しがあり、日渡孔

と角材基部の斜方向加工面には何らかの関連の存在が推定される。

そこで記述上、角材-を横にして斜方向加工面を下方に置いた場合、上面となる面を A面とし、

A商の側面を B、C面、角材を直立させた時に底面となる面を D面とする(第42図)0A面と正

反対の面を F面とし、 E面と自j度子しを有する角材 7本について両者の位置的関係を見ると次の

様に分類される。

I類 A面から、これに直交する C面に自渡子しが通るもの・・一"No.2・6・8

II類 A苗に自渡孔が 2個あり、 B.C両国に通るもの・・一....'No. 1・7・15

III類 A商からこれに藍交する D面に目渡孔が通るもの・・・・・・・・・・・一-ー一...'No.18 

つまり、 A面に対し側辺に目渡孔が通じる場合が多数を占め、 E.F面にはA ・8・C.D

いずれの面からも目渡子しが通じることはなく、 E.F面相互に目渡孔が通じることもないこと

がjっかる。

第 4節小結

本調査では外郭線角材手IJが極めて良好な遺存状態で検出された。前述の如く、付近一帯が外

郭線の中でも比較的水分を多く含む湿地状の地帯を形成していたことによるものであろう。

今回検出された角材は、これまでに調査された外郭線角材に比べ、太い材を用いていると言

える。第30次調査では外郭南門西側 535mの角材を調査しているが、ここで検出した 409本の

平均値は20.2X 22 . 6cmで、ある。第44次調査は今次調査地点も含むが、主としてその南側から外

郭南門東側の緩やかな弧線部で、ここでの平均値20-22X24cmをも上回っている。内郭線では

北内に取り付く角材が平均25. 7 X 20 . 6cm、27. 5 X 28 . 5cmと大きめで、今回検出の角材に近い。

内、外郭練を含め、地点によって角材の大きさに差異のあることが指摘できょう。

角材基部の斜方向加工面と日渡孔の関連性については、市く増村卯助氏が筏流しの際の必要
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性を説いている。第11次調査A地区(外郭線西端部)における、基部を両l~ij から尖らす場合も

含め、それらの関連や用途について今後なお考究したい。

註 l 増村卯助「梯田古柵材の伐採及運搬についてJ [J秋田考古会々 誌』 第 2巻第 4号掛田

柵土i上号 1930 (昭和 5年)

- 58 



第 9章 自然科学的分析

第73次調査で出土した角材の材同定を、パリノ・サーヴェイ株式会社に依頼した。提出があ

った報告を以下に記す。

1 試料

試料は RW-l~23の23点で 外郭線角材列をなす角材の一部である。試料は外郭線角材列

の東側、外郭東門より 230mほど南の地点から検出されたものである。

2 方法

試料は乾燥していたため水を加えて放置したのち、剃万の刃を用いて試料の木口・柾目・板

自三面の徒手切片を作成、カ、、ム・クロラール (GumChloral)で封入、生物顕微鏡で観察・同

定した。同時に、顕微鏡写真図版(図版54)も作成した。

3 結果

試料は全てスギ (Cryptomeriajaponica) と問定された。試料の主な解剖学的特徴や一般

的性質はつぎのようなものである。

早材部から娩材部への移行はやや急、て¥年輪界は明瞭。樹脂細胞はほほ、晩材部に限って認め

られ、樹脂道はない。放射仮道管はなく、放射柔細胞の壁は滑らか、分野援孔はスギ型(Taxo

dioid) で 2~4 個。放射組織は単列、 1 ~15細胞高。

スギは、本州・四国・九州、|に自生するスギ科の常総高木て¥また各地で植栽・植林される。

国内では植林面積第一位の重要樹種であり、長寿の木としても知られる。材は軽軟で割裂性は

大きく、加工は容易、保存性は中程度である。建築・土木・

る。樹皮は屋根葺用とされ、葉は線香・抹香の原料にもなる。

-舟材など各種の用途があ

柵の内・外郭線の角材列は総延長 4km余りにおよび， 1辺30cmの角材を並べたとすると 1万

数千本の材が使われていたことになる。試料は全てスギと同定されたが、試料数はその 0.2% 

にも満たない。採;耳元可能な試料の全てを同定し、柵の角材71Jの全体像を明らかにするべきであ

ろう。ほほ、同時期のものとされる仙台市郡山遺跡から検出された官街跡の外郭は径約30cmのク

リ丸太で作られていたとされており(仙台市教育委員会 1985)、全体像が明らかになればこれ

との比較検討ーも可能となろう。

出馬文献

仙台市教育委員会 1985 仙台市文化財パンフレット第10集 『幻の城柵一郡山遺跡.J] 7 pp. 
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第10章 調査成果の普及と関連活動

現地説明会の開催

昭和62年 9月26自

第68次発掘調査について

2 諮問体主催行事への協力活動

3 

ヰ

5 

調査現場や政庁跡などにおいて、神岡町立平和中学校、秋田市文化財保護協会、平鹿町高

齢者大学その他の各種団体主催の郷土学習会、研修会などに対し、払田柵跡の概要説明を行

った。

払田柵跡環境整備審議会への出席

第 1回 昭和62年 6月9・10日

第 2回 昭和62年12月 1日

第 3回 昭和63年 3月24日

顧問会議の開催

第25回顧問会議 昭和62年 8月24日

第26回顧問会議 昭和63年 2月24・25日

報 &に:ニI 

「在、田柵跡一一一第68次調査の1、既要一一一」

1988 (昭和63年 2月20・21日)

「払田柵跡第68次調査の1、既要」 秋田

昭和63年 3月14日
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図版1 第68次調査

凋(r.fa.'.'，(~小、・8年 (1978年船員長)



図版2 告~68次調盆
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